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     家庭教育・子育て電話相談　
       「すこやかコール」 TEL 025-283-1150 
                            FAX 025-284-6019
  
     学  習  相  談　   TEL 025-284-6119

     新潟県体験活動等支援センター
       　　　　　           TEL 025-284-6145

     生涯学習情報提供システム
     「ラ・ラ・ネット」
      http://www.lalanet.gr.jp/

今
年
も
多
様
な
生
涯
学
習
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                 

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

                                      

所
長 　

岩　

田　

忠　

満

  

今
年
も「
各
市
町
村
の
生
涯
学
習
推
進
の
支
援
」と「
県
民
の
皆
様
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
」と
い
う

二
つ
の
機
能
を
も
つ
新
潟
県
の
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

一 

県
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た「
学
習
情
報
の
提
供
・
学
習
相
談
」事
業

　

 

◎ 

多
く
の
皆
様
か
ら
活
用
し
て
頂
い
て
い
る
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム「
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
」 

は
、     
     

画
面
を
見
や
す
く
改
善
し
ま
し
た
。「
指
導
者
の
情
報
」や
体
験
活
動
の
で
き
る
場
や
子
育
て

　
　

 

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る「
お
や
こ
の
ひ
ろ
ば
」な
ど
の
情
報
量
を
増
や
し
ま

　
　

 

し
た
。一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

 

◎ 

二
人
の
専
門
の
相
談
員
が
よ
り
詳
細
な
学
習
情
報
を
は
じ
め
青
少
年
の
体
験
活
動
な
ど
あ
ら 

     

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二 

県
民
を
対
象
と
し
た「
学
習
機
会
の
提
供
」事
業 

　

 

◎ 

新
潟
県
知
事
を
学
長
と
し
た「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」は
受
講
回
数
に
よ
り「
学
長
賞
」を          

     

は
じ
め
奨
励
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。多
く
の
県
民
の
皆
様
が
学
習
に
参
加
さ
れ
受
賞
さ
れ

　
　

 

て
い
ま
す
。近
く
の
市
町
村
の
社
会
教
育
係
等
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。               

　

 

◎ 

上
越
、中
越
及
び
下
越
の
各
地
域
数
カ
所
を
会
場
と
し
た
広
域
遠
隔
学
習「
に
い
が
た
連
携
公      

     

開
講
座
」は
、近
く
の
会
場
で
ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三 

生
涯
学
習
関
係
団
体
等
の「
指
導
者
養
成
」事
業 

　

 

◎ 

こ
の
二
年
、大
勢
の
人
か
ら
応
募
し
て
頂
い
て
い
ま
す「
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」 

     

を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。又
今
年
新
た
に「
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会
」 

     

も
実
施
し
ま
す
。二
つ
の
事
業
と
も
市
町
村
の
家
庭
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
事
業
で
す
。

　

 

◎ 

「
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
職
員
研
修
会
」は
、豊
富
な
講
師
に
よ
る
最
新
の
生
涯
学
習
の
動                                                                                

     

向
を
提
供
し
ま
す
。又
、市
町
村
職
員
等
の
要
望
の
多
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
参
加
体
験

　
　

 

型
学
習
を
取
り
入
れ
た
各
種
研
修
内
容
で
生
涯
学
習
の
理
論
と
各
市
町
村
の
取
組
例
な
ど
の

　
　

 

実
践
を
学
べ
ま
す
。加
え
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
る
こ
と
も
こ
の
事
業
の
目
的
の
一
つ

　
　

 

で
す
。ご
参
加
く
だ
さ
い
。

四 
情
報
社
会
に
対
応
し
た
研
修
会
や
利
用
促
進
事
業 

　

 
◎ 
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
や
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
し
と
と
も
に
視
聴
覚                                                                                                 

     
教
育
推
進
に
関
す
る
研
究
・
相
談
業
務
を
充
実
さ
せ
ま
す
。                                

　

 

◎ 
ま
た
映
画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
月
一
回
の
無
料「
映
画
・
ビ
デ
オ
鑑
賞
会
」を
実
施
し
ま
す
。

　
　

 

昨
年
度
上
映
し
た「
橋
の
な
い
川
」で
は
三
百
人
以
上
の
人
か
ら
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
が
鳥
屋
野
潟
公
園
内
に
設
置
さ
れ
て
十
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
市
町
村
の
職
員
を
は
じ
め
と
し
て
、県
民
の
多
く
の
皆
様
が
当
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
は
市
町
村
及
び
県
民
の
皆
様
の
支
援
・
活
用
が
あ
っ
て

こ
そ
の
施
設
で
す
。多
く
の
皆
様
か
ら
今
ま
で
以
上
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

生涯学
習にい

がた

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
の
傳
田
社
会

教
育
主
事
を
講
師
に
迎
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
手
法
を
実
習
し
ま
し
た
。

第
一
回
生
涯
学
習
新
任
職
員
研
修
会

■「生涯学習にいがた」は,次号からＡ４版で毎月発行します。



広報紙「生涯学習にいがた」37号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年６月発行

お気軽にご利用ください！ －生涯学習に関する学習相談－

５等になりたい

生きてます，１５歳

ラストからはじまる

同和問題　
これからの課題

女性の人権を考える

盲導犬クイールの
一生

子どもを育む地域活動 　
～地域の教育力を生かして～

ビデオ
２２分

ビデオ
７６分

ビデオ
５３分

ビデオ
２８分

ビデオ
２５分

ビデオ
２５分

ビデオ
２０分

小さい頃の病気がもとで４歳まで立つことができなかった律子は，小学校に入
っても皆と同じようには歩けなかった。「かけっこで５等になる」という目標をもち，
明るくたくましく生きぬこうとする姿を描いたアニメーション。

未熟児網膜症のため幼くして失明した井上美由紀さんの著書「生きてます，
１５歳」のアニメ化。美由紀さんは自分を厳しく育てる母親に反発しながらも，
母親との深い愛情を育んでいく。

進路選択を目前にした中学三年生の少年たちが主人公。様々な人達とのふ
れあいを通して，少年たち自身が互いの違いを超え，気づき，成長していく姿
を描いている。

「同和対策事業特別措置法」が２００３年３月に期限を迎えた。当時の同和地区
の状況を紹介すると共に，大阪府，高知県，長野県，新潟県の現在の様子を取材し，
３３年間を総括してこれからの同和問題を考えていく。

男女の平等を守るための法的環境は整備されてきたが，セクハラ，強制わい
せつ，ストーカーなどの女性差別意識が解消されたかどうか被害者の実際の
体験をもとに問いかける作品。

実在した盲導犬の一生を写真で綴ったベストセラーの映画化（アニメーション）。
生まれてすぐ盲導犬になることを運命づけられたクイールとパートナーの深い
絆を描いている。

子どもたちが様々な体験のチャンスを得ることのできる地域活動。その地域の
中で子どもは育つといわれている。千葉県市川市内の１６地域の特色ある活動
を紹介し，地域で子どもを育てるこつを映像で紹介している。

作品の概要規格

   ●映像に関するお問い合わせと貸出予約は、T EL ０２５－２８４－５５２５（県立生涯学習推進センター視聴覚担当）まで

  タイトル

新着映像教材の紹介

　●事例１・・・「指導者情報①」
（団体指導者から”メール”で相談）

　●事例２・・・「指導者情報②」
（学校P T Aの役員から”電話”で相談）

　●事例３・・・「学習プログラム」
（市町村生涯学習担当者から”FA X”で相談）

「緑の少年団」（約７５名）でピクニック
をしながら自然観察をする。
「ラ・ラ・ネット」で検索した"森林イン
ストラクター"の方に講師を頼みたい。
連絡先を教えてほしい。

小学校６年生のP T A行事で、レクリ
エーションや体育館でできる身近な
材料を使った工作をしたい。
近隣在住の指導者を紹介してほしい。

高齢者対象の講座を継続的に実施
しているが、時代に合ったテーマに
していきたい。
参考となる事例を教えてほしい。

（直接おいでいただいても結構です。月曜日は休館です。）

」 からの学習相談 …TEL  025-284-6119 （学習相談専用）  
FAX 」  からの学習相談 …FAX   025-284-6019
「メール」 からの学習相談…Eメール　soudan@mail.lalanet.gr.jp （学習相談専用）

１　２名の専門の学習相談員が常駐しています。＜菊池相談員・島倉相談員＞
２　広い学習相談室があり、生涯学習に関する資料が充実しています。（約7,000件の文献、全国・県内の資料等）
３　指導者情報は、約3,300件の豊富なデータがあります。（その内の約1,300件は「ラ・ラ・ネット」で公開）



  平成16年度 生涯学習推進センター事業の概要

・新潟県生涯学習情報提供システム(ラ・ラ・ネット)
　の管理運用及び利用促進
・情報誌の発行（６月から毎月）
・生涯学習関連資料の収集及びメーリングリスト
  （ラ・ラ・メール）の活用
・情報化に関する調査
・視聴覚機材、教材の貸出管理
・自作教材コンクール（審査会６月８日）
・視聴覚教材選定試写会（７月２日）
　　

・生涯学習に関する各種調査
・生涯学習プログラムの開発と事例集の作成

■生涯学習に関する相談・情報提供業務
　　火～金曜日：９時３０分～１９時   
    土・日曜日：９時３０分～１７時

■体験活動等支援センター[H16年5月～17年3月]
     専任コーディネーターによる相談や情報提供
    火～金曜日：１０時～１６時

・視聴覚教育メディア研修カリキュラムⅡ
　　概論　１回　   7/27（火）
　　特論　５回　① 7/29（木）・30（金）
　　② 8/ 5（木)・ 6（金）　 ③  8/19（木）・20（金）
　　④ 8/26（木）・27（金） 　⑤  9/ 9（木）・10（金）
・視聴覚ライブラリー職員研修会（年間３回）
　　①  4/16（金）　 ②  7/ 9（金） ③ 11/10（水）・11（木）
・16mm映写機操作講習会
  　①  4/20（火）   ②  8/24（火） ③ 12/10（金）
・ラ・ラ・ネット情報メンテナンス研修会
　  ① 5/19（水）　② 5/26（水）　③ 6/ 2（水）
　  ④ 6/ 9（水）　⑤ 6/23（水）　⑥ 6/30（水）
    ⑦ 7/ 7（水）　⑧ 7/14（水）　⑨ 7/21（水）
    ⑩ 9/ 1（水）　⑪ 9/ 8（水）　⑫ 9/15（水）

・生涯学習新任職員研修会（年間２回）　　　　
　 ① 4/21（水) 22（木）　② 5/11（火）12（水）

・生涯学習職員研修会（年間４回）
　 ① 6/ 1（火）【会場：推進センター】
   ② 6/29（火）【会場：上越市民プラザ】
　 ③ 9/22（水）【会場：推進センター】
   ④10/21（木）【会場：長岡市立劇場】
   ⑤11/10（水）【会場：新発田市カルチャーセンター】

・生涯学習関連施設職員等研修会（年間４回）
　 ① 6/11（金）② 7/28（水）7/29（木）
　 ③ 8/25（水）
・奉仕活動・体験活動推進研修会
　 第1回  7/14(水）　
　 第2回  9/30(木） 

・映画ビデオ鑑賞会（毎月１回）

・映像ボランティア養成研修 9/15（水）～17（金）

・「エル・ネット」受信・放映

・いきいき県民カレッジ
  「講座一覧」年３回発行（４月､６月､10月）
・広域遠隔学習推進事業
　「にいがた連携公開講座」(６～12月 20講座)
                   　  →【詳細は本紙２ページ】
・家庭教育サポーター養成研修会
  ①6/3(木) ②6/18(金) ③ 7/7(水) ④ 7/22(木)
  ⑤8/1(日) ⑥9/14(火) ⑦9/29(水) ⑧10/14(木)

■相談業務：学習相談員による学習相談
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　　月曜日から金曜日の午後９時～翌日午後１時は
   ＦＡＸでの相談を受け付けます。相談員が後日
　 ＦＡＸでお応えします。　　　

家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」
新潟駅

笹口・出来島線（笹出線）

紫竹山・鳥屋野線（紫鳥線）

新潟バイパス

女池郵便局〒

桜木Ｉ.Ｃ

駐車場

公
園

県立生涯学習
推進センター野球場・

科学館前

 新潟県立
自然科学館

鳥屋野野球場

鳥屋野潟鳥屋野潟

コンビニ

８
ショッピングセンター

＜新潟県立生涯学習推進センター＞

  学習情報課　　　　　　　　　　  　学習振興課
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備

生
涯
学
習
関
連
職
員
研
修

学
習
機
会
の
充
実

新潟県立生涯学習推進センター

（バス）新潟駅南口２番線から女池愛宕行き、「野球場・科学館前」下車、徒歩8分

〒950-8602　新潟市女池南３丁目１-２　電話：０２５－２８４－６１１０　　ＦＡＸ：０２５－２８４－６０１９　
 http://w w w .lalanet.gr.jp/shisetsu/nlpc/  E-m ail：nlpc@ m ail.lalanet.gr.jp

● 電話相談 　025-283-1150

● ＦＡＸ相談 025-284-6019

月曜日から金曜日の午後１時～午後９時は
相談員が直接電話で応じます。

  ＊プライバシーは堅く守られます。
　   お気軽におかけください。
 （お休み：土曜・日曜・祝日　8/13～15，12/29～1/3，3/28～31）

イイコヲ
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2004｢にいがた連携公開講座」
のご案内

■くわしい問い合わせは 事務局 県立生涯学習推進センターまで

℡(025)284-6610 Fax(025)284-6019

講座開始時刻 ：午後１時３０分から３時 ８・１７・１８・２０講座は、午後１時３０分から３時３０分＜講座一覧＞
期日　　　　　　　　　テー マ 講 師 主　　会　　場　　　　　　　　　受信 会 場
6/12 上越教育大学

推進センター1 魅力的なサークル活動・遊びの条件 頸城村希望館
(土) 助教授 丸山 良平
6/19 県立新潟女子短期大学

推進センター2 「わらべうた」の世界 横越町中央公民館
(土) 教 授 長井 春海

十日町情報館 岩船広域教育情報ｾﾝﾀー6/27 新潟大学 西山町農業環境改善
3 良寛のおくりもの

推進ｾﾝﾀー(日) 名誉教授 加藤 僖一 センター
加治川村中央公民館7/ 3 上越教育大学

4 江戸時代の旅と女性 頸城村希望館
岩船広域教育情報ｾﾝﾀー 推進センター(土) 助教授 浅倉 有子

7/11 変化のなかで「おとこ」の生き方をどうす 長岡大学
推進センター5

(日) るのか 助教授 兒嶋 俊郎
7/17 県立新潟女子短期大学 小国町就業改善セン

十日町情報館 推進センター6 地域で子どもを育てる
(土) 教 授     大桃 伸       ター
7/24 明倫短期大学

十日町情報館7 歯の健康と子どもの発育 生涯学習推進ｾﾝﾀｰ
(土) 教 授     小黒 章
8/ 1 新潟青陵大学短期大学部

加治川村中央公民館 頸城村希望館8 子どもたちの食のあり方 生涯学習推進ｾﾝﾀｰ
(日) 助教授 玉井 民子
8/ 7 県立歴史博物館

岩船広域教育情報ｾﾝﾀー 推進センター9 花をめでる心の歴史 県立歴史博物館
(土) 主任研究員 山本 哲也

加治川村中央公民館8/18 県立文書館
10 古文書にみる江戸時代（１） 六日町公民館

岩船広域教育情報ｾﾝﾀー 推進センター専門文書研究員 本井    晴信
六日町公民館 十日町情報館8/24 長岡造形大学

11 米百俵・小林虎三郎の心 刈羽村ラピカ
推進センター(火) 非常勤講師 稲川 明雄
紫雲寺町中央公民館 六日町公民館9/ 3 県立文書館 岩船広域教育情報セ

12 古文書にみる江戸時代（２）
推進センター(金)

9/18 子どもの心理的スキルを高めるスポーツ 新潟工科大学
小国町終業改善ｾﾝﾀー 推進センター13

(土) コーチング 助 手 渋倉 崇行
10/13 敬和学園大学 岩船広域教育情報セ

推進センター14 文学と史実の間
(日) 教 授 若月 忠信 ンター
10/17 新潟医療福祉大学

十日町情報館15 生活習慣病について 生涯学習推進ｾﾝﾀｰ
(日) 教 授 林 千治

紫雲寺町中央公民館10/23 新潟国際情報大学
16 映像でみる韓国社会 十日町情報館

岩船広域教育情報ｾﾝﾀー 推進センター(土) 教 授 広瀬 貞三
11/ 3 新潟産業大学

紫雲寺町中央公民館 推進センター17 子どもと楽しむ絵本の世界 十日町情報館
(水) 教 授 鶴田 洋子
11/ 7 新潟大学

推進センター18 青田遺跡の発見・発掘とその意義 紫雲寺町中央公民館
(日) 教 授 高濱 信行

紫雲寺町中央公民館 頸城村希望館11/14 動いて歩いて能生の老化を防いで健康 新潟経営大学 小国町就業改善セン
19

推進センター(日) づくり 教 授 関 博之 ター
12/ 4 新潟大学

加治川村中央公民館20 水辺の再生によるまちづくり 生涯学習推進ｾﾝﾀｰ
(土) 教 授 大熊 孝

●「にいがた連携公開講座」は、新潟県教育委員会と県内の大学や
市町村などが連携して、県民の皆様にとって身近でかつ地域ニー
ズに対応したテーマで開催する公開講座です。

●主会場での公開講座を、テレビ会議システムを
利用して、会場から離れた受信会場へも配信し、
同時に受講します。１講座だけの受講でも結構
です。

お近くの会場でお気軽にご参加ください。
入場は無料です。

ラ・ラ・ネット http://www.lalanet.gr.jp/

加治川村中央公民館

加治川村中央公民館

(水)

ンター専門文書研究員 本井    晴信


